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【ハード分野】 

※中間評価：研究継続の妥当性評価 

Ａ：現行のとおり推進 
研究は順調に実施されており、現行のとおり推進することによって十分な研究目的が達成さ

れる見込みである。 

Ｂ：現行のとおり推進 

（指摘事項有り） 

研究は順調に実施されているものの、十分な研究目的を達成するためには、評価者からの

指摘事項に留意の上、推進することが必要である。 

Ｃ：研究計画を修正の

上推進 

このままでは十分な研究目的の達成が期待できないと思われるので、評価者からの指摘事

項を踏まえ、研究計画を修正の上、推進することが必要である。 

Ｄ：中 止 
現在までの進捗状況に鑑み、研究目的の達成が困難と思われるので、研究を中止すること

が妥当と判断される。  
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22-3 ８ Ⅱ 

研究名 
非破壊検査のための非接触音響探査法

についての研究開発 

桐蔭横浜大学 

教授 

杉本 恒美 

19,990 Ｂ 

概要

強い音響振動を発生する長距離音響発生装

置と高感度のスキャニング振動計を組み合

わせた非接触音響探査法により、トンネル覆

工や橋梁、その他構造物のコンクリート劣化

部の非接触・非破壊検査システムを開発す

る。 

22-4 ８ Ⅱ 

研究名 
新たな超高周波電磁波を用いた道路構

造物欠陥診断の研究開発 

東北大学 

大学院教授 

小山 裕 

30,000 Ｃ 

概要

道路建造物内部の欠陥を非破壊で検出する

新規な手法を開発する事が目的である。その

ため、これまで殆ど使われなかった透過性が

高く人体に安全な新しい光である独自の超

高周波電磁波（テラヘルツ波）を用いて、現

場で特別な養生無く使える安心・安全で高精

度な構造物欠陥検出方法の実用化を目指す。
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